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1．はじめに 

本研究では，交通量捕捉型施設配置問題の定

式化と求解アルゴリズムの評価を行う．卒研ではネ

ットワークを用意して起終点間の経路別交通を発

生させた．また[1]を発展させて多経路モデルの定
式化を行った[2]．これらについてはスペースの都
合で省略する．本稿では，検討アルゴリズムには先

行研究の Hodgson,M.J et al[1]で報告されている
VSH法の評価を行う． 
2．交通量捕捉型の施設配置問題 

2.1問題の定義 

 交通量捕捉型の施設配置問題は道路ネットワー

ク上に流れる交通量を捕捉する施設を配置する問

題である．目的は捕捉流量の最大化である．この

問題の難しい点は一度施設に捕捉された交通流

は他の点で捕捉しても捕捉量には加算されないと

ころにある．（この複数の施設に捕捉される流量を

“共食い”と言う）．求解には見かけ上の流量ではな

く，“共食い”の流量を考慮した施設配置が求めら

れる． 

2.2定式化 

 経路と道路ネットワーク上のリンクとの関係を表す

行列𝑅を 

 𝑅＝ [

𝑟11 ⋯ 𝑟1𝐿

⋮ ⋱ ⋮
𝑟𝑅1 ⋯ 𝑟𝑅𝐿

] (1) 

と定義する．ここで𝑟𝑗𝑘は以下のように定義する． 

𝑟𝑗ｋ = {
1・・・𝑗番目の経路に第𝑘リンクがある

0・・・リンクがない             
 

(1)式の L は道路ネットワークのリンク総数，R は経

路の総数である．経路別流量を表すベクトルを𝑓，

経路別流量𝑓𝑖の捕捉を表すベクトルを y，リンクに

おける施設の配置を表すベクトルを𝑥とし，これらを

以下のように定義する． 

 𝑓 = [
𝑓1

⋮
𝑓𝑅

] ，y = [

𝑦1

⋮
𝑦𝑅

] ，𝑥 = [

𝑥1

⋮
𝑥𝐿

] (2) 

ここで𝑦𝑖 , 𝑥𝑗はそれぞれ 

𝑦𝑖 = {
1・・・経路𝑖が捕捉されている   

0・・・それ以外           
    

𝑥𝑗 = {
1・・・リンク𝑗に施設が配置されている

0・・・それ以外              
 

である．これらを用いると以下のように定式化するこ

とができる． 
max 𝑍 =  𝑓𝑇𝑦 (3) 

s. t.    𝑅𝑥 ≥ 𝑦 (4) 
𝑥, 𝑦  ∈   {0 𝑜𝑟 1} (5) 

式(3)は捕捉される流量の最大化を表している．
式(4)は経路上の 1 か所以上施設が配置されれば
その経路流量は捕捉されていることを表す．  
3．VSH 法による求解とその評価 

[1]に記述されているVSH法は以下のような簡単
なアルゴリズムである． 

VSH法のアルゴリズム 
1 n ← 0 とする 𝒙(𝑛) ← 𝟎 
2 最適化問題(3)～(5)で Zが最大にな

る𝑥𝑖  を 1 とする． 
3 𝑓(𝑛+1) = 𝑓(𝑛) ≤ 𝜀なら終了． 
そうでなければ 2へ． 

 ノードが 7個，リンクが 12本のネットワークに最短
経路で交通を発生させて VSH 法と貪欲法で解い

た場合の全体流量に対する捕捉流量の割合を図

1に示す． 

 
図 1 VSH法と貪欲法の性能評価 

図 1 を見ると施設の配置数が増加すると流量の
捕捉量は増加している．貪欲法では共食いを考慮

していないため施設数 2まで施設は VSH法と同じ
捕捉率である．共食いを考慮していない影響で，3
施設以上は捕捉率が 80%以上にならないことがわ
かる． 
4．おわりに 

 本稿では FCLM に対する VSH 法の捕捉を行っ
た．比較したアルゴリズムは貪欲法だが，今後は整

数計画法で行いたい． 
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